














生徒数は 2001 年度をピークに徐々にその数を減らしているが、2013 年度におい
ても、小学生で 20,000 人以上、中学生では 90,000 人以上が不登校状態にあると
されている。また、2013 年度の不登校児童・生徒数を学年別にみると、小学 4
年生（3,795 人）から小学 5年生（5,500 人）の間でおよそ 1,800 人増加し、小学 6
年生（6,920 人）から中学 1年生（21,194 人）の間でおよそ 14,000 人が増加して

































適応支援室「いぐお～る」は、2013 年 4月より開室し、2014 年 3月時点で、
中学 2年生男子 2名と中学 3年生男子 1名（いずれも当時）が継続的に通室して
いた。2014 年 11 月時点では、中学 3年生男子 2名、中学 2年生女子 2名、小
学 5年生男子が 1名、小学 5年生女子 1名が、継続的に通室している。通室生
に対しては、大学生・大学院生などのスタッフが対応しており、2013 年度は、
大学院生 2名と一般アルバイト（和光大学現代人間学部卒業生）2名がスタッフと





り C204 教室には入らず、事務室（C203 教室）で待機し、スタッフが必要に応じ
て、指示を受けにくる形をとっている。
担当スタッフは、9時 30分に、和光大学 A棟 1階ロビーまで通室生を迎えに
行き、この時点で、保護者と通室生は離れることになる。その後、通室生は、
C204 教室を中心として、グラウンド、図書情報館など和光大学内で過ごす。15































































































































校が 20校ある。ここに 23,020 名の児童と、10,576 名の生徒が通学している
（2014 年 5月時点）。町田市の 2012 年度の不登校児童数は 105 名、不登校生徒数





を行うために 2003 年に設置されたが、2012 年度の利用児童（受け入れ児童）は、





























月額 30,000 円から 50,000 円ほどの授業料が求められ、カウンセリングルームで























































しているため、9時 30分から 15時 30分までの間、授業が行われていない教室






































































































適応支援室「いぐお～る」は、2013 年 4月に開設したばかりで、まだ 2年し
か経っていない。実績と言えるものは特になく、毎週毎週、手探りで不登校児
童・生徒とスタッフが関わっている状態である。それでも、最初、あまり会話が
できなかった通室生と、徐々に会話が弾むようになり、無気力だった通室生が、
少しずつ勉強道具を持参し、数十分勉強をしたり、食堂でおいしそうにご飯を食
べている姿をみていると、適応支援室「いぐお～る」を設置したことの意義や、
スタッフの関わりの効果を、感じることができる。
適応支援室「いぐお～る」がもつ課題は多く、またいずれも容易に解決ができ
るものではないが、通室生の明るい表情や日々の変化や成長を今後も見続けてい
180 ── 和光大学総合文化研究所年報『東西南北2015』
くために、少しずつ改善をしていく必要があると考える。
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